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　安全情報

　いよいよカンボジアにも歩道橋が掛けられる。

下に通る道は車道とバイクなど軽車両が走る道

とが分けられ、発展と言う利便性だけが先行し

ていたカンボジアにも環境や安全と言った、周

りに住む人々の生活をも視野に入れた開発に、

また１つカンボジアが一皮むけた感が有る。

　私がカンボジアに来た当時はヘルメットすら

被らない人の方が多かったが、今ではヘルメッ

トを被っていない人の方が少ないし、最近では

イオンなどでも会計に横から入る人を、カンボ

ジア人が注意をする姿も見るようになり、ただ

単に見て見ぬふりや注意するのが面倒という事

ではなく、こうしたルールがより早く気持ち良

く買い物が出来る事をみんなが分かると、人と

しても優しくなり社会もギクシャクしなくて済

むように思う。

　しかしその一方で本来手本となるべき我々日

本人も含めた先進国の外国人が自国ではしっか

りルールを守っているのにカンボジアに来た途

端、信号無視をしたりノーヘルでバイクを運転

したり一方通行を逆走したりとカンボジアのモ

ラル向上の妨げている。

　普段カンボジア人に偉そうに講釈をたれてい

るのであれば、こういったところから手本とな

るべきであり、今一度自らを省みなければなら

ない。

　とはいえ「言うは易く行うは難し」で、ルー

ルとは皆の共通認識と順守の上に初めて安全に

機能するものであり、赤信号にも関わらず車が

来ていないんだから早く行けと言わんばかりに

後ろからクラクションを鳴らし、それでも動か

ないと無理やり追い越していくなど、中途半端

な状態では、かえってルールを守ったが故に招

く事故もある。決して法令順守を否定している

訳ではないが難しいところである。

異国の地での立ち振る舞い

ootbridges will stand here in Cambodia very soon.
The roads under the bridge are divided into roads for cars and roads for 

light vehicles including motorbikes, etc. It is an initiation for Cambodia in which the 
so-called development always give priority to only convenience, but now the 
environment and safety conditions of people living around are also taken into 
account, giving the feeling that Cambodia is maturing in another new way.
When I first came to Cambodia, there were many people who had never worn 
helmets, but now people who are not wearing helmets become fewer than those who 
are. Recently, we see that, for example in AEON mall, if a person is trying to cut 
into the line, some Cambodians will start to warn that person. I think that if people 
stop pretending not to have seen something wrong or stop thinking that warning is 
troublesome, soon they will realize that this kind of rule in a shopping mall is 
making their shopping more comfortable, and that people are becoming kinder and 
human relations in the society will become smoother. However, some foreigners 
from many developed countries, including Japan, have been strictly obeying the 
rules in their own countries and so should have been good examples, but 
unfortunately, as soon as they start to live in Cambodia, they also start to change 
their behaviors. They ignore the traffic lights, ride on a motorbike without a helmet, 
or drive the wrong way down a one-way street. Namely, they are, on the contrary, 
hindering the moral development in Cambodia. People who always try to lecture 
Cambodian people in a patronizing way should now reflect upon their behaviors so 
far, and should be aware that they have to become good examples, starting from 
those kinds of things. Nevertheless, it is true that it is easier said than done. A rule 
can safely work only when it is in everyone’ s consciousness and is obeyed by all 
the people. For example, the traffic light turns red, but the road in front is clear. In 
this situation, there are some people who will keep honking the horn from behind to 
order the people in front to move quickly before cars start to cross, or they may try 
to overtake forcefully if the people in front are not moving. Such a halfhearted 
attitude in obeying rules may become the cause of accidents. It is not an act of 
completely refusing to obey the rules but it becomes a difficult issue.
If I look back at the time when I had just got my driving license, I remember I was 
told that when you gave way to people on the roads, people would turn on the 
hazard lamp of their cars to express their thanks to you. I was very fond of seeing 
those lamps, so I often gave ways to other people. If this kind of manner-improving 
habit is practiced widely in Cambodia, the moral issue here will improve rapidly, 
and more or less, traffic jam issue will also improve accordingly.  
As Cambodian people have the habit of helping people who are in difficulty to an 
extent of meddling, I think that the possibility is high to see those improvements 
happen in Cambodia. While Japan is a country in which a warlike society exists 
behind its economic development, I would like Cambodia to learn from this bad 
example in order to become a country which is full of people with unconditional 
kindness who know the happiness gained from a thankful heart of everyone. 
Previously, I once read a blog article saying that they don’ t like it when people who 
like Thailand move in. I won’ t mention about the contents in detail, but each single 
reason in that was also exactly right for Cambodia. I know it because I too used to 
experience it and couldn’ t adjust myself to the difference in culture between 
Cambodia and Japan, and even thought of returning back to my home country. 
However, it is common for people of a country who start to live in a different 
country for a long period of time to experience some bad situations or some 
unbelievable circumstances. If they find it so difficult to deal with those kinds of 
things that they keep complaining about it every day and time, the only solution for 
them is “Go back to your country” . In the blog that I mentioned above, they also 
introduced one video clip. That video is about Thailand, but practically, it is no 
different for Cambodia. So when you feel that you desperately hate Cambodia, you 
should search in YouTube with the keyword “I hate Thailand” , then that video will 
show up. You really should have a look at it. Tears would form in my eyes, and I 
could feel that maybe I can try working a little bit harder.

The behavior in foreign land.

F

　振り返ると私が免許を取り立ての頃に道を

譲ってもらった際にハザードランプを点滅させ

る事でお礼の意を伝える人がいるという事を知

り、それを見たいが為によく道を譲ったもので

ある。

　ここカンボジアでもこのようなマナーアップ

に繋がる習慣が浸透すれば日進月歩でモラルが

向上していく上、多少は渋滞緩和にも繋がるの

ではないだろうか。

　誰か困っている人がいるとお節介なほど世話

を焼くカンボジア人だからこそ、その可能性は

多分にあるように思う。経済発展の裏側で殺伐

とした社会になってしまった日本を反面教師と

し、人から感謝される喜びを知り、どんな人に

対しても優しい心の豊かな国になってほしい。

　以前にタイが好きな人が移住すると嫌いにな

るというブログ記事を読んだ事がある。具体的

な内容については触れないが、その理由はどれ

もカンボジアにも当てはまるものばかりで、斯

く言う私もカンボジアとの文化の差に付いて行

けずに悩み、帰国を考えた事もある。でもそれ

はやはりどの国の人でも長い間、異国の地で生

活していれば悪い面に触れる事もあれば理解し

あえない場面に遭遇する事もあり、その度にグ

チグチ文句を言うくらいなら「自国に帰れよ」っ

て事になるだけである。

　前述したブログでは最後にある動画を紹介し

ている。動画はタイのことではあるが本質はカ

ンボジアも同じなので、どうしようもなくカン

ボジアの事が嫌いになりそうな時は YouTube で

「I hate Thailand」と検索すると出てくるので、ぜ

ひ一度見てほしい。

私はつい目に涙を浮かべ、もう少し頑張ってみ

ようと思えた。

　　　Phnom Penh Press Neo　　　中村　勇司

29



THE APRIL ISSUE  APRIL 10, 2017

新 News
Phnom Penh Press Neo -2-

日本語新聞

★ The Japanese newspaper 
in

 C
am

bo

dia
 ★

2017年
4月号

ビジネスをやる上で法令順守特に会計と税務が義務付けられています。
誰も税金の支払いから逃れることは出来ません。しかし、私たちは税務
計画たてることができます。
税務計画は法的に税負担を最小限に抑えるのに役立ちます。

お問い合わせ: 
samrithsakmay@gmail.com
+855-17-666-009

誰も税金の支払いから逃れることは出来ない。誰も税金の支払いから逃れることは出来ない。
でも、私たちが税務計画のお手伝いを致します。でも、私たちが税務計画のお手伝いを致します。

サービス内容：
税金 - 毎月の税務申告、利益準備に関する年間税金、税務監査援助、
VAT払戻し、VAT0%輸出支援産業への申請、VAT免税、税務計画。
会計 - 月間簿記、レポート及び財務諸表レビュー、原価計算、株式、
固定資産など。
ビジネス登記と商業省及びカンボジア開発評議会への順守
外部監査 - 財務諸表または法定監査

その反面、悪影響としてあげられる一番は、渋滞が激しくなったことであろう。まだオープンしてい
ない現状で大渋滞なのだから、オープン後のことを考えるだけで恐ろしくなる。
　とはいえ、いろいろな商業施設が増えれば人も増え、人が増えればまたさらに商業施設が増え、ど
んどん活気が出てきることはプノンペンで働く者の一人としては望ましいことである。

イオン マックスバリュ
エクスプレス ルセイケオ店

イオンモール2号店

パークソン

ソリアショッピングセンター

カナディアタワー

ヴァタナックキャピタルタワー

王立プノンペン大学

GRANFERTE

TKアヴェニュー
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社員をコアな
業務に専念
させたい

実務の
見極めが
したい

季節に合わせて
人員を補強
したい

採用工数を
減らしたい

専門スキルが
ある人材が
欲しい

管理者を
採用したい

業務の品質
上げたい

即戦力になる
人材が欲しい

効率的な
業務の切分けが
したい

特別な
専門職を
採用したい

スタッフに
日本語を
教育したい
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カンボジアソフトテニス
ナショナルチーム　ヘッドコーチ
荻原　雅斗さん

ソフトテニス発展のための孤独な闘いソフトテニス発展のための孤独な闘い

-  まずはカンボジアに来たきっかけから教えてください。

もともと忍者という日本食レストランの立ち上げでカンボジアへ来

ました。 その後、 僕が店長として新たにバーをオープンすることに

なりましたが、 開業資金 0 円でスタートすることに。 まったく社会

人経験のない私が 0 からの立ち上げで、 当時は服装や名刺の渡

し方など何一つ知らず、 いつもお客様に叱られてばかりいました。

また、 0 円開業だったため、 備品の購入すらできなく、 知り合い

に相談すると 「もらえばいいじゃん」 と言われ、 そうだ！もらえばい

いんだ！といろいろな所を駆け回って、 もらえる物をかき集めました。

しかし、 バーですからお酒が必要ですが、 お酒をもらう訳にはいき

ません。 そこで業者に後払いにしてもらえるように交渉し、 日本酒

と焼酎だけは何とか後払いで仕入れることが出来るようになり、 0

円開業のたまりば （TAMARIBAR） がスタートしました。

-  その後は順調でしたか？

いえ、 オープン当日はいろいろな知り合いの方が来てくださいまし

たが、 0 人の日は一度もなかったものの、 2 日目以降は本当に目

も当てられない状況でした。 お店は絆ストリートにあったのですが、

今でこそ日系レストランで賑わっていますが、 オープンした 2013

年当時の絆ストリートは真っ暗で、 しかも工事中で毛沢東通り側

からは入って来られません。 そのため、 ノロドム通りから迂回して

入ってこないといけなく、 当時の立地条件は最悪でした。 それで

も 0 円開業を応援しようという方々の支えで、 最終的には何とか

単月黒字までは出すことができました。

-  その後、 どのような流れでソフトテニスの活動に繋がっていくので

しょうか？

カンボジア人の知人を通して、 硬式テニスをやられていた方と知

り合い、 そのカンボジア人の知人から 「僕のプレイベン州の土地

で一緒にテニスをやろう」 というお誘いをいただき、 そこで農村の

子供たちに部活動として、 テニスを広めようと始めたことがきっか

けですね。 その後、 カンボジアオリンピック委員会の事務局長と

お話する機会があり、 事務局長から 「2014 年にソフトテニス連

盟が出来ているが、 何も活動が出来てなく教えられる人もいない。

ソフトテニスをやっているのであれば連盟に顔を出してくれないか」

とお話があり、 実際に顔を出したところ、 ナショナルチームのコー

チの打診を受けました。

-  最初に練習に参加した時のチームの印象を教えてください。

僕自身 12 年間ソフトテニスプレイヤーとしてやってきて、 スポーツ

マンとはこういうものだというのがあったのですが、ウォーミングアッ

プすらやらないなど、 それを全く覆すほどスポーツマンらしくなく、

その辺の若い子がボロボロのコートでラケット持って遊んでいるよう

な劣悪な環境でした。

-  そんな状態で彼らはなぜソフトテニスをやっていたのでしょうか？

彼らはポリスチームで在籍は警察にあり、 彼らに与えられた仕事が

ソフトテニスだったという事です。 ただ、 結局目指すところもなく

活動していたようです。

-  そんな状態から一つずつ教えていく上での苦労があれば教えてく

ださい。

先にお話した飲食店をやっていた時に、 いろいろなスタッフを雇い、

日本人とカンボジア人の違いを痛感し、 日本の当り前が彼らにとっ

ての当り前ではないことを知りました。 そして、 それをどちらに合

せるのかを考えた時、 どちらにも合わせられなく、 双方のすり合わ

せをし、お互いが歩み寄れる中間点を見つける事が大事だと学び、

当時はあぁした方が良い、 こうした方が良いと言うのではなく、 彼

らはどう出てくるのだろうと様子を見るところから始めました。 その

結果、 自分はこういう風にやっていると姿で見せていると、 彼らが

歩み寄ってきて、 真似てやる部分とやらない部分とあり、 歩み寄っ

てきた部分に関して僕もそれに合わせようという事で歩み寄ったと

いう感じです。

-  しかしウォーミングアップなどは理解できるかどうかに関わらず、

やらせるべきではありませんか？

ウォーミングアップは怪我をしないためや、 パフォーマンスを上げる

ためにウォーミングアップをする訳ですが、 当時の彼らはパフォーマ

ンスを上げるとか、 良いショットを打つという事は考えてなくて、 た

だソフトテニスを楽しくやるというのが彼らのスタイルでした。 それ

に彼らが気付いたきっかけが、 僕が国内の大会に出させてもらっ

た時に、 僕が勝ち彼らが負け、 彼らは怪我をしたり足をつったりし

ているが、 僕は足もつらなければケガもしない。 その差は何かとい

うとウォーミングアップだったり、 試合の合間のストレッチだったり

する訳です。 それを彼らが痛感した時に初めて教えます。 痛感す

る前に無理やりやらせても、 その重要性を分かっていませんから。

指示をしないとやらなかったりと意味がありません。 このスタイルは

今でも一貫していて、 僕も練習には参加しますが、 彼らから聞い

てこない限りは僕から教えることはほとんどありません。

-  そうすると歯がゆい思いも多いんじゃないですか？

それは常にそうですね。 国際大会に出場した時も、 技術的には

伸びてきてるんですが、 それが結果に結びついていません。 それ

は日々のモチベーションなど精神面が弱いだけで、 それを僕がちゃ

んと教えられれば数年後にはライバルであるタイにも勝てるように

なると思いますし、 日本とだってやりあえるようになると思います。

もし僕が何らかの理由でチームを離れなければいけなくなったとし

ても、 彼らが自分たちで考えてプレーをすることが重要であり、 僕

がいなくては回らないチームでは意味がありません。 この国ではカ

ンボジア人である彼らが主役であり、 あくまで僕は裏方であるの

で、 彼ら自身が自ら考えられるようになる為に、 時間はかかります

が僕はあえて姿で見せて気付かせるようにしています。

-  それでは最後にこれをきっかけにカンボジアのソフトテニスに興味

を持った方々に魅力や注目の選手などを教えてください。

ソフトテニスは実はボールが曲がったり跳ねなかったりなどの変化

大きく、 ダイナミックなプレーが多くみられる反面、 実は心理戦で

もあって、 相手の性格が分かれば分かるほど試合は有利になりま

す。 短気なのか、 我慢できるヤツなのかなどが分かるだけで、 何

となく打ってくるコースが分かってきます。 そういう事を分かって見

ると、 なぜあのショットが決まったのか、 なぜボールに触れたのか

などすべてが必然のように分析できるスポーツなので、 より面白く

なっていくと思います。 注目選手は Kan Sophorn というまだ 20 歳

の若い選手なんですが、 2017 年 5 月末から日本に半年間トレー

ニング合宿に参加する予定があり、 とても有望な選手です。

Cambodia Soft Tennis 
National team Head coach
Mr. Masato Ogiwara

- Firstly, please tell us what made you decide to 

come to Cambodia in the first place.

Originally, I came to Cambodia in order to open a Japanese 

restaurant called Ninja.　After that, I opened a new bar. I 

was the bar owner, but the initial capital was 0 yen.  

I, who had no working experience at all, started the 

business from zero. I didn’ t know how to dress properly 

or how to pass a name card appropriately, that’ s why I 

was always scolded at by customers.　Moreover, because 

everything was started from zero, I couldn’ t afford to buy 

any inventories. When I discussed with an acquaintance, 

they said that “This can be solved if those things are given 

to you” . I thought that he was right! I could receive things 

from people! So, I rushed around here and there trying to 

collect things that I could ask from people.　However, as it 

was a bar, I needed various kinds of liquor for my shop, but 

it was impossible to go and ask for those from people. I 

came up with an idea. I started to negotiate with some 

traders so that I could make a deferred payment for them, 

and somehow I could manage to have them agree with it 

but that was only for Sake and Shochu, though. In this 

way, I could open my own bar named TAMARIBAR, 

starting with a zero capital.

- Was your business going well after that? 

Not really. On the opening day, there were many friends 

who helped come.  There was no single day without 

customers, but after the second day, the situation became 

worse and worse.  My bar was on the Kizuna street, which 

now is a street full of Japanese restaurants, but during the 

period of time when I opened the bar in 2013, everywhere 

there was in the dark. And because of construction, people 

couldn’ t pass through the street if they came from Mao 

Seng Tong Blvd, so they needed to make a long detour 

from Norodom Blvd. My bar was on that worst location.   

However, thanks to the support from many people who 

wanted to help my zero-yen business, I finally could manage 

to have a single month in the black. 

- By the way, how did you get involved in the 

soft tennis activities?

Through a Cambodian friend, I got to know a person who 

was playing regular tennis. That Cambodian friend said that 

“Let’ s go to my place in Prey Veng province and play 

tennis together.” That was the starting point that gave me 

the idea of spreading tennis sports by forming tennis clubs 

among children in the village. Later, I got a chance to have a 

talk with the secretary general of the National Olympic 

Committee of Cambodia. He said to me that “We started 

to have a soft tennis league since 2014, but there have 

been no activities and we don’ t have suitable trainers for 

this sport. If you are playing soft tennis, can you come and 

join the league?” I decided to join, and somehow I was 

expected to become the coach of the national team.

- What was the first impression you got from 

the team when you first joint the training?

I myself had been playing soft tennis for 12 years, so I 

knew what a sportsman is like. But the team was in a bad 

circumstance where everyone was not doing what a 

sportsman was supposed to do, for example, they didn’ t 

even do the warm-up exercises, and the team was just like 

a group of children who were holding tennis rackets and 

playing on a worn-out tennis court.

- But why were they still coming to play soft 

tennis in such circumstances? 

Actually, they were a team of policemen, whose office was 

in a police station, and soft tennis was one of their duties 

that they were required to do. However, they were involved 

in those activities without any clear objectives.

- You have been leading this team since it was 

in that kind of situation. Did you have any 

difficulties?

During the time when I was managing the restaurant which 

I mentioned earlier, I was employing many staff. Since then, 

I started to realize the difference between Japanese people 

and Cambodian people. And I became aware that what 

Japanese people thought was common or obvious might 

not make Cambodian people think in the same way. And 

when I was thinking how to adjust one side to the other, I 

ended up getting both sides nowhere. Then, I realized that 

finding a middle point where both sides can compromise is 

wiser and more important. So, instead of saying that they 

should do this or they should do that, I decided to first keep 

observing their actions before I made a move.　As a result, 

when I started to approach them by first showing some real 

examples from what I was doing, they also started to 

come closer. There were some parts that they would 

imitate, but also some parts that they would not follow. 

When they came to me, I would adjust myself so that we 

could find a good compromise.

- However, don’ t you think that there are 

things that are not related to whether they 

understand or not, but are things that you 

have to make them follow, for example, the 

warm-up habit? 

IA warm-up exercise before a play is done to prevent 

injuries or to improve the performance during the play. But 

at that time, they were not playing soft tennis for such 

purposes as to achieve a good performance or to make a 

good shot. They were playing soft tennis just to enjoy 

themselves. But then, they started to notice the difference 

when I once got a chance to join a national tournament 

where I became the winner and they failed, and while they 

were all injured and got cramp in their legs, I was the 

safest. This difference came from regular warm-up and 

frequent stretching exercises between each match. I teach 

them only after they understood.  I think it is meaningless if 

I teach them something forcefully before they can realize it. 

They will not do it when there’ s no instruction because 

they don’ t understand the importance of it at all.　I always 

keep this way of teaching habit in mind even until now. I 

also join the practice, but most of the times, as long as 

they don’ t ask, I won’ t teach them anything.

- I wonder if this won’ t often make you feel 

impatient with them.

It always does.　During the international tournament, 

although we are making progress in terms of techniques, 

that won’ t lead us to a good result. I think that they are 

just lacking daily motivation to strengthen their weak spirits, 

so if I can teach them properly, after a few years, it is 

possible for them to get a success over their rival Thailand, 

and even Japan.  It is important that we can have a team 

in which everyone can play by using their own thinking even 

after I have to leave the team one day due to some reason 

in the future. It is meaningless to make a team which will 

become paralyzed without me. In this country, they are 

Cambodian, so they are the ones who play the leading role. 

I am just behind the scene who simply exist to make them 

realize and for them to be able to think by themselves, 

knowing that it may take much time to achieve this.

- Lastly, for those who now become interested 

in Cambodian soft tennis, do you have any 

messages related to the attractive points of soft 

tennis or any players who are gaining much 

attention to introduce?

Soft tennis is a kind of sports whose ball will change their 

course quickly such as bending or not jumping up as 

expected, so the players must be very flexible. On the other 



THE APRIL ISSUE  APRIL 10, 2017

種 Topics
Phnom Penh Press Neo -6-

日本語新聞

★ The Japanese newspaper 
in

 C
am

bo

dia
 ★

2017年
4月号



THE APRIL ISSUE  APRIL 10, 2017 Phnom Penh Press Neo -7-



THE APRIL ISSUE  APRIL 10, 2017

暮 Life
Phnom Penh Press Neo -8-

日本語新聞

★ The Japanese newspaper 
in

 C
am

bo

dia
 ★

2017年
4月号

日本語･English･
各言語対応multilingual



THE APRIL ISSUE  APRIL 10, 2017 Phnom Penh Press Neo -9-

暮 Life 日本語新聞

★ The Japanese newspaper 
in

 C
am

bo

dia
 ★

2017年
4月号

日本語･English･
各言語対応multilingual

Zone A 59,280 m2
247m x 240m

Zone B 62,738 m2
247m x 254m

Factory

M
ai
n 
Lo
ad

Zone A Zone B

合計: 122,018 m2

Phnom Penh

7NG

P.P. - 7NG
37 km

場所 7NG （日本橋から37km）

土地
トータル面積: 122,018m

2

-

A区画: 59,280m2-
B区画: 62,738m

2-
両区画ともに住居、工場、その他に利用可能
- どちらか一方のみでも可

住所 Seda Village, Vihear Sour Commune,
Ksach Kandal District, Kandal Provine

土地の登録は両者が契約に合意次第、契約者に移転します。

売地情報 7NG
詳細情報

お問い合わせ先 電話番号　089-804-989 / 012-300-133

カンボジアで働くITエンジニアのコラム
第1回
楽な買い物？  安い買い物？
～khmer24.com～

　khmer24は、2009年に設立された「売り手」と「買
い手」をマッチングするオンラインサービス。100以
上のカテゴリに携帯番号から家の売買まで膨大な
売買情報が掲載される。欲しいモノをより安く買い
たい、不要なものを売りたい、お店で買う前に相場
や最安値を知りたいなどその利用目的に合わせ有
効活用する。とにかく無料、そしてシンプルで分かり
やすいユーザインターフェースがカンボジア人に受
け入れられた要因と考えられるが、買い手と売り手
が直接連絡しあって取引する手間暇や取引が自己
責任という程度の不備は全く気にならないようだ。
　しかし日本人にとっては広告内容、表示量、表示
場所と、正直うっとうしい。デバイスに合わせて自動
的に表示レイアウトが変更されるレスポンシヴも採
用されてない。不便さはユーザに押しつけ、ユーザ
経験は無視だ。SSLも無いから情報漏洩も不安だ。日
本の楽天を見てみると、随所にユーザ経験が高まる
工夫が凝らしてある。　今後、時代の流れ、技術革新
、ユーザ傾向に合わせ、サイト改善がなされていくこ
とを期待する一方で、日本という質と価格のバラン
ス、UI、UXと、とかくこだわる国から来ているとは言え
、それらを押しつけてしまっていないか、改めて見直
していきたい。　いろんな物が揃いずらいカンボジ
アで、一度は「どこに行けば買えるんだろう」と悩ん
だ経験があるはず。そんな時はぜひ一度khmer24
で調べてみても良いかもしれない。

今回の記事のリサーチを担当
Kan  Meyreyya
BITEX(Cambodia) Co., Ltd.
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Color of Area

Daun penh
7 makara
Toul kork

Boeung Keng Kang
Chamkarmon

R
Phnom Penh HotelPhnom Penh HotelPhnom Penh Hotel

Metro CafeMetro CafeMetro Cafe
The Blue PumpkinThe Blue PumpkinThe Blue Pumpkin

My Soup House My Soup House My Soup House 

Trattoria BelloTrattoria BelloTrattoria Bello

Diamond Hotel
Diamond Hotel

Phnom Penh
Phnom Penh

Royal Palace Royal Palace 
White Mansion HotelWhite Mansion Hotel

Diamond Hotel

Phnom Penh

Royal Palace 
White Mansion Hotel

Dubble Lafe HotelDubble Lafe HotelDubble Lafe Hotel

Sovanna Shopping CenterSovanna Shopping CenterSovanna Shopping Center

Old MarketOld MarketOld Market

Lavita Trading&TravelLavita Trading&TravelLavita Trading&Travel

La Maison d AmbreLa Maison d AmbreLa Maison d Ambre

International International 
Youth Sport ClubYouth Sport Club
International 
Youth Sport Club

Watami Watami Watami  

AZUMAYA HOTEL&DININGAZUMAYA HOTEL&DININGAZUMAYA HOTEL&DINING

HAKATAYAHAKATAYAHAKATAYA

YOKO.JPYOKO.JP

Hair RemovalHair Removal
Salon MOTOKISalon MOTOKI
Hair Removal
Salon MOTOKI

YOKO.JP

The ICONThe ICONThe ICON 
Kintetsu World Express (Cambodia) Co., Ltd.Kintetsu World Express (Cambodia) Co., Ltd.Kintetsu World Express (Cambodia) Co., Ltd.

PPCBPPCBPPCB

V Silk Travel & TourV Silk Travel & TourV Silk Travel & Tour

SUNWAYSUNWAY
HotelHotel
SUNWAY
Hotel

KANJIKANJIKANJI
KOWA RestaurantKOWA RestaurantKOWA Restaurant

SokahaSokaha
PhnomPenhPhnomPenh
Hotel&ResidenceHotel&Residence

Sokaha
PhnomPenh
Hotel&Residence

MI-AMI-AMI-A

HimawariHimawari
Hotel&ApartmentsHotel&Apartments
Himawari
Hotel&Apartments

FCCFCC
Phnom PenhPhnom Penh

FCC
Phnom Penh

Almond HotelAlmond HotelAlmond Hotel
東横 INN東横 INN
プノンペンプノンペン
東横 INN
プノンペン

D22/H22D22/H22D22/H22

OMURA OMURA OMURA

PhnomPenh TowerPhnomPenh TowerPhnomPenh Tower

TERRAZZATERRAZZATERRAZZA

Teav BassacTeav Bassac
Boutique Hotel&SpaBoutique Hotel&Spa
Teav Bassac
Boutique Hotel&Spa

 MORIIYA  MORIIYA 
UDON BARUDON BAR
 MORIIYA 
UDON BAR

MIYABIMIYABIMIYABI

New Sai TRAVELNew Sai TRAVELNew Sai TRAVEL

Gloria JeanGloria Jean’s
CoffeeCoffee
Gloria Jean’s
Coffee

GREEN BOWLGREEN BOWLGREEN BOWL

HISHISHIS
CAR FRESHCAR FRESHCAR FRESH
Amazing CambodiaAmazing CambodiaAmazing Cambodia
Gloria JeanGloria Jean’s Coffees CoffeeGloria Jean’s Coffee
OWNDAYSOWNDAYSOWNDAYS

MI-AMI-AMI-A

GARAKUGARAKU
JapaneseJapanese
SeafoodSeafood
RestaurantRestaurant

GARAKU
Japanese
Seafood
Restaurant

ISSHINISSHINISSHIN

Teav BoutiqueTeav Boutique
Hotel BKK1Hotel BKK1
Teav Boutique
Hotel BKK1

Little Fashion Little Fashion Little Fashion 

Leopalece21Leopalece21Leopalece21

Cami YuiCami YuiCami Yui

UEDA CafeUEDA CafeUEDA Cafe

KIDS CITY KIDS CITY KIDS CITY 

SolistSolistSolist

Tai Meng HotelTai Meng HotelTai Meng Hotel

OFURO Hotel OFURO Hotel OFURO Hotel 

Golina Boutique HotelGolina Boutique HotelGolina Boutique Hotel

Town ViewTown View
 Hotel II Hotel II

Town View
 Hotel II

Cardamom HotelCardamom HotelCardamom Hotel

SupermarketSupermarket
PencilPencil

Supermarket
Pencil

General Commisariat General Commisariat 
of National Policeof National Police

General Commisariat 
of National Police

Desert StoryDesert StoryDesert Story

Gaiant IbisGaiant IbisGaiant Ibis

Good Time HealthGood Time Health
and Fitnessand Fitness
Good Time Health
and Fitness

Daeum KorDaeum Kor
MarketMarket
Daeum Kor
Market

GyukakuGyukakuGyukaku

YCT LANDYCT LANDYCT LAND

BTSSBTSSBTSS

The upcoming FashionThe upcoming FashionThe upcoming Fashion

Sunrise Japan HospitalSunrise Japan HospitalSunrise Japan Hospital

Shiva ShaktiShiva ShaktiShiva Shakti

OUTSOURCING(CAMBODIA)Inc.OUTSOURCING(CAMBODIA)Inc.OUTSOURCING(CAMBODIA)Inc.
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←カンボジア民俗文化村 (3.5km)

Sihanouk Ville Information
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AEON Mall
Phnom Penh

TK
Avenue

Embassy of France

312

治安が良くない 

治安が良くない

夜間 車両同
士の

衝突事故が
多い

かばん・携帯電話の
盗難事件

夕方～夜
渋滞

住宅が多く
夜間暗い

車･バイクの
衝突による

死傷事故が多
い

スピードの出しすぎ
によるバイク事故

ひったくり多発

治安が良くない
バイクの盗難

銃撃強盗事件
( 邦人被害 )

夕方渋滞

工事現場で落下物
による死亡事故発生

バイクによる
ひったくり事件

強盗事件
夕方渋滞

夜間 車両同士の
衝突事故が多い

盗難事件
住居侵入事件

銃撃強盗事件
( 邦人被害 )

いかさま詐欺頻発

バイク盗難事件

強盗事件発生

夜間の
バイク
事故

昼夜問わず盗難が多い
かばんのひったくり等

いかさま詐欺多発

売春が多く治安が良くない

かばん・携帯電話・
ネックレス等の盗難被害

強盗が多い。
バイクの盗難もある

南側は住宅・個人商店が多く、
夕方以降は暗く人通りが少ない。

道路整備中で街灯がなく
非常に危険。

高級住宅街や外国人
向けエリアのため、
それをターゲットに
した犯罪が少なくない。

強盗事件

欧米人相手の売春が多い
刃物を使って脅されカメラ・
携帯電話・かばん等盗難事件
バイク盗難　夜間危険

銃撃強盗事件
( 邦人被害 )

バイクによる
ひったくり多発

南側の道からの合流や、
道路横断は要注意

銃で脅されかばんや
財布を盗られる事件

バイク盗難に
特に気をつける

かばん・財布等の
外国人被害のひったくり事件

トラックの交通量が多く
17～

19:00
混雑

バイクの盗難
事故多発

（特に長期休
暇前）

夜間のひったくりに注意

夜間のバイク同士の
衝突事故多発

夜間、中央分離帯に
バイクが衝突

夜間の
バイク事故

陸橋付近　混雑する

日中は交通量が多く
バイク同士の事故もある

深夜まで騒がしい
銃を使ったバイクの強盗

結婚式場があり
15~19:00 渋滞する

車とバイク、
バイク同士の
死亡事故

N
orodom

 (41)

7~, 17~18:00 渋滞

東西の通りは南北に比べて暗く、
人通りも少ない。

N
orodom

  (41)

住居侵入事件

スリ・ひったくり多発

ひったくり多発

交通事故頻発　飲酒運転
とスピード出し過ぎ

ひったくり多発

夕方渋滞

ひったくり多発
置き引きにも注意

ひったくり多発

NATIONAL
MUSEUM

いかさま詐欺多発

リバーサイド、ワットプノン、
王宮、独立記念塔などの観光
スポットでいかさま詐欺が多発。

すり発生

邦人被害の
恐喝事件発生

道が狭く、
通り抜けしづらい

車とバイクの衝突事故が多い。
信号が少なく、バイク･車がスピード
を出し過ぎているので注意。

民家が多く、夜間は
人気がなく危険

Safety Information

　最近また犯罪被害の話をよく耳にするようになった。弊紙紙面でも注意喚起を

再三呼びかけてきたが、この辺でもう一度犯罪の手口とそれらの詳細情報をお伝

えし、少しでも被害減少に役立てばと思う。

　これまでに紙面でも紹介しきれなかった被害報告を含めて振り返ると、まだま

だ未然に防げたであろう被害も多く、それらは少し意識するだけでも大きな効果

があるように思う。そのためにも弊紙を含め、さまざまな媒体で紹介されている

犯罪被害対策をしっかりお読みいただき、現実に我が身に降りかかるかもしれな

いと認識し行動することである。また対策方法も決して難しい事はなく、誰でも

出来るようなことばかりで、「知らない人についていかない」などまるで小さな子

供に言い聞かせるようなこともある。もし日本で知らない人に話しかけらて自宅

に誘われたしても、果たしてついて行くだろうか？ほとんどの人がまず間違いな

くついて行かないのではないだろうか。つまり海外に来たから特別な注意を払う

のではなく、日本にいる時と同じ感覚で防げる被害もあるのである。

　当然多くの事は日本と違い自己責任で「自分の身は自分で守る」ことを忘れて

はならない。

安全快適な海外生活を過ごすために
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暮 Life

LoungeLounge HAKATA HAKATABAR Crazy HorseBAR Crazy Horse

90分　飲み放題　$30
指名料、レディースドリンク込み
これ以上はいただきません。昔懐かしいアメリカンスタイル

No. 302 St.228, Khan Doun Penh, Phnom Penh 
(+855) 23 218 961   /  090 797 410 ( 日本語直通 )
Email: reservation@azumayacambodia.com 
ウェブ予約：www.azumayacambodia.com

st.63, no17, khan chamkarmon, phnom penh
tel : 012 813 817

/shivashaktirestaurant/

opening hour 10:00 - 22:00

Please enjoy authentic Indian cuisine.

open all year round

The only Restaurant to receive letter Late King father Norodom Sihanouk's 
Personal recommendation

One of the Top restaurant to receive "A" Grade of excellence for
maintaining best hygiene practice from Ministry of health, Cambodia



THE APRIL ISSUE  APRIL 10, 2017 Phnom Penh Press Neo -15-

自由保有不動産

外国人購入可能

バンクローン可能

日本語新聞

★ The Japanese newspaper 
in

 C
am

bo

dia
 ★

2017年
4月号

暮 Life

デポジット$0 月額たった$738 金利0% 110%返金保証
世界レベルのライフスタイルを

カンボジアの自動車事情について

　カーエアコンはプノンペンでよく受ける修理です。気候が高温になるこの時期には修理件数はさらに増えます。今回はウイングスでの修理サービ
ス経験をもとに、カーエアコンの仕組みといった技術的なお話でなくプノンペンで多発するカーエアコンの故障の原因、修理費用、エアコン修理の
進め方について記していきたいと思います。どうしてカーエアコンの故障が多いのか？プノンペン特有の理由は３つ。第一の理由として、車の年式
が古く、それと同時にエアコン機器も古くなっている。このコーナーで何度も記してきましたが、プノンペンで走行している中古車の多くは 10 ～
15 年クラス、もしくはそれ以上に古く、それに合わせてカーエアコンなどの機器類も長く使用され機械自体が古くなっています。形ある物はどう
しても経年劣化は避けられません。第 2の理由として、エアコンの敵は目に見えない細かい埃。ビル建設、道路工事、ごみの散乱、暑く乾燥した気
候、人口や車の密集など、近代化プロセスにあるプノンペン市内を飛び回っている塵や埃も問題ですが、エアコンが古くなってくると、その機器に
使用された金属パイプ内部から金属片が発生し、それがエアコンの故障原因に繋がっていきます。第 3の理由として、カンボジアの気候では年中カー
エアコンが必要で使用頻度が高い。暑い乾季はもちろん、比較的涼しい雨季でも、雨が降っていると車の窓を開けることができず、蒸し暑くなって
くる車内を少しでも快適にするため、カーエアコンのスイッチをオンにしてしまいがちです。日本では、カーエアコンの使用は、ほぼ夏場だけに限
られます。これらの理由に加え、雨季にはエアコン機器の一部が雨水で故障するという第 4の理由があります。雨季にはプノンペン市内の道路が浸
水し、車体下部のコンプレッサーなどのエアコン関連機器が泥が混じった雨水に浸かってしまい、部品交換を中心とした修理が必要になる場合があ
ります。どんな車でもタイヤの半分くらいが浸かってしまうところを走行するとアンダーボディの機器が雨水にさらされてしまい、故障の原因にな
るので気を付けてください。カーエアコンの修理費用はいくら？価格は、中古、新品パーツ、どちらを使用するかで大きく違ってきます。また、故
障に気づいてすぐに修理する場合と時間が経ってから修理する場合とでは部品の交換内容が変わってきますので、この点も価格を大きく左右します。
当然ながら車種も価格を決める重要な要素です。車種によってプノンペンで入手が困難なパーツがあり、そういった車種のエアコン修理は高くなり
ます。実際の価格については足回りの修理などよりも高くなる傾向にあり、プノンペン市内でよく見かける 10 ～ 15 年クラスの中古車のカーエア
コンを中古パーツだけで全体修理した場合 700 ドル半ばくらいです。パーツ全体を交換するというのは稀ですので、実際には 400 ドル以内で収ま
る場合がほとんどです。お車に詳しい方で、コンプレッサーなど精密機器を中古で入手するのはリスクが高いと考えられ、多くのパーツを新品で補っ
た場合、2000 ドルを超える場合も出てきます。エアコン修理の見積り幅は広いので、まずはお見積りで修理項目、パーツ内容、それぞれの価格を
きちんと確認し、進めていくことが賢明です。エアコン修理の進め方についてです。お見積もりの段階で一部のエアコン機器を取り外し故障パーツ
を特定し始めると、エアコン・ガスが抜けてしまいます。お見積りのあと、すぐに修理に移るのであればガス抜けは問題ないですが、その後、修理
日程を調整し後日の修理となるとエアコンのガスを 2度注入することになり、修理費用が上がります。まずはお見積りだけと考えられているお客様
には、エアコンを全体修理した場合の価格を示しそれを最大限とし、実際に修理を進めるなかで故障パーツを特定し、実際の金額を明らかにしてい
くという方法をウイングスでは採用しています。修理日数は、最低 2日です。エアコンの敵は埃です！この埃が入らないよう、エアコン内を清掃す
る専用クリーナーを用い、機器の清掃に慎重に取り組みながら修理を進めていきます。場合によっては運転席・補助席前のエレメントの多くを外す
必要性もでてきます。「交通機関の乏しい、利用しにくいプノンペンで動きまわるために車は欠かせない。それなのにエアコン修理のために 2日も
車が利用できないのは困る」というのは、われわれ車関係者も思うところです。しかし、慌てて急いで修理し、きちんと完了できなかった場合、ま
た初めからやり直しになり、さらに費用がかかる恐れがあります。しっかりと時間を確保し取り組む修理になりますのでこの点はご理解ください。

カンボジアで欠かせないカーエアコンの修理って？

Tel : 077-531-013　　Email：t.fuka@wings-a.co.jp
プノンペンでのお車のご購入やご利用について何でもご相談ください !

WINGS GARAGE 深　豊幸
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 1日目
ルームのご宿泊
空港ピックアップ
到着時にクールタオルとウェルカムドリンク                        
ボートに乗って夕暮れの寺院巡り
FCCアンコールでのディナー

2日目
ルームのご宿泊
朝食
3日間寺院の入場料付
トゥクトゥクで朝の人気の寺院へ訪問

  （アンコールワット、バイヨン、タ・プローム）
昼食　選択可 

 午後に訪問する寺院は　バンテアイ・スレイ、
    バンテアイ・サムレイや地雷博物館
スピリチュアルマッサージ1時間
伝統的なクメールダンスショーとビュッフェディナー

3日目
朝食
地元の市場やショッピング
チェックアウト/チルアウト
シェムリアップ国際空 港への送迎

BOOK NOW

www.fcchotels.com

FCC Angkor
Pokambor Ave., next to the 
Royal Residence, Siem Reap

E: reservations_sr@fcchotels.com
T: +855 63 760 280

寺院アドベンチャー

（アンコール小児病院に $5の寄付）
          * この他に2％の宿泊税、
                       7%のサービス料、
10%のVATが必要となります。

                     

 339ドルから

(2泊3日)
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Ken Clinic

Tel :  023 223 843（Japanese）/ 023 223 844（Eng, Kh) /  012 865 039（時間外）

海外旅行保険キャッシュレスサービス対応 / 血液・尿検査 /レントゲン /超音波検査 / 胃カメラ / 健康診断 /予防接種 / 等各種対応

M
o
n
iv
o
n
g
 B
lv
d
. モ
ニ
ボ
ン
通
り

St
.6
3

St
.5
7

N
o
ro
d
o
m
 B
lv
d
. ノ
ロ
ド
ム
通
り

Mao tes toung Blvd. マウチェントン通り

St.370

Address : 
No.14A, St.370, Sangkat 
Boeng Keng Kang 1
Opening hours :
Mon. ～ Sat. 
8:30~13:00 / 15:00~19:00 

カンボジア初の日本人開業医
プノンペン日本人学校嘱託医
外科・内科・小児科。
日本人小児科専門医による診
察もあり。柔道整復師による
捻挫・ぎっくり腰・むちうち
などの治療、鍼 師による治
療も受けられます。
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【Phnom Penh Press Neo
　　　　　　　　広告掲載について】

【Phnom Penh Press Neo 】

カンボジア王国について

4
5

4/29
昭和の日

4/14~16
Khmer New Year

5/3 憲法記念日
5/4 みどりの日
5/5 こどもの日

5/1International
       Labor Day
5/10
Visaka Bochea Day
5/13-15
King Norodom
Sihamoni's Birthday
5/14 Royal Plowing
         Ceremony Day

西村　JICA シニアボランティア
Mobile : 095 266 960
E-mail : khmer51132@yahoo.co.jp

人材確保のお手伝い無料でいたします

www.nea.gov.khjc_pp@nea.gov.khFor more information: 023 633 6002 / 016 786 655 / 077 232 378

　今回の珍事件簿は「KOBAN」である。カ
ンボジアのみならずこの看板を見たことある
方も多いだろう。もちろんこの「KOBAN」
は交番の事である。しかしこの看板はどこの
国の人に伝えようとしているのだろう？思っ
たことはないだろうか？日本人に伝えたいの
であれば交番と書けば良いし、外国人に伝え
たいのであれば「Police Box」と書くべきで
ある。実は交番は日本発祥のシステムです。
地域に根付いたシステムとして諸外国から高
い評価を受け、交番制度が海外へ輸出された
際に「KOBAN」も国際語として世界から認
められたのである。
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Contact Us: info@bitex.com.sg
Tel: 012348739 English/Khmer
※日本語をご希望の場合、ご連絡先を電話にてお伝えいただくか、
メールにてお問い合わせください。日本人担当者より連絡致します。
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